
第3次雲南市総合計画策定に係る

タウンミーティング

（地区別意見交換会）

令和6年1月16日（火）吉田健康福祉センター

1月18日（木）加茂交流センター

1月25日（木）木次総合センター

1月29日（月）三刀屋交流センター

1月30日（火）大東地域交流センター

2月 1日（木）掛合交流センター

次第（19:00～20:30）

１．開会あいさつ

２．計画基本構想（案）の説明

３．意見交換（ワークショップ）

①将来像、基本理念について

②めざすまちの姿について

４．閉会
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事務事業

施 策
（基本事業）

将来像

基本構想

今後10年を見据え、雲南市がめざす姿、
まちづくりの方向性を示すもの

基本計画 ※５年ごとに見直し

基本構想（将来像）の実現に向けて取り
組む施策の目標を示すもの

実施計画 ※毎年見直し

基本計画に掲げた施策を進めていくため
の具体的な事業を示すもの

１．総合計画とは

総合計画は、次の１０年間（令和7～16年度）のまちづくりの方針や目標を

定める計画です。市が取り組む全ての事業の基となる「最上位計画」とな

ります。

現在、検討中



●9～11月策定委員会

●10月まちづくりワークショップ

●12月雲南ミライチズ円卓会議

●5月キックオフフォーラム
●6月市内視察
●7月まちづくりワークショップ
●8月先進地視察（西粟倉村）

6月議会
（議決）

●1～2月策定委員会
●1月 タウンミーティング

（市内6カ所）
●3～4月パブリックコメント

現状・市民ニーズ・
先進事例の把握

基本構想
（将来像・基本理念）

の検討・まとめ

構想の
磨き上げ

２．第3次総合計画（基本構想）策定の流れ・スケジュール
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５～８月 ９～１２月 R6年 １～６月

5/28 キックオフフォーラム 7/15 第1回まちづくりＷＳ 10/21 第2回まちづくりＷＳ



３．総合計画策定委員会（地域代表、各分野選出、公募）
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【策定委員】20名 ／ 男性11名･女性9名／20-40代 11名 ･ 50代 4名 ･ 60-70代 5名

【若手市職員】12名

6/29 第2回総合計画策定委員会／市内現地視察（波多交流センター）



４．これまでの総括

これまで（人口増を前提とする社会）と、これから（人口減少社会）は違う

市民協働の深化（市民との対話プロセスのデザイン、関係人口の拡大）

教育、経済循環、自治、自給、総働、生物多様性などがキーワード

5

幸せのかたち、価値観の変化（働き方・暮らし方・教育のあり方の変化）

挑戦より、みんなで、楽しみながら、幸せに、えすこ（いい具合に）というマインド

豊かな環境、資源がある雲南にはチャンス！

市全体で共有できるシンプルでわかりやすいビジョンを

市議会でのご意見

人口減少が進む中では、行政施策の効率化（合理的な見直し）も必要

総合計画策定委員会でのご意見

キックオフフォーラム（龍谷大学 深尾副学長）

地域の人権対策、周辺部対策は道路や除雪など身近な生活課題への対応が重要



５．市長との意見交換会

・地域自主組織

・高校生等

・子育て世代

・老人クラブ

・民生児童委員

・視覚障がい者協会

・スポーツ推進委員 など

１９回開催

人口減少対策に関するご意見（住宅、雇用、子育て支援等）

6

高齢化による農業・農村の維持に関する不安の声（担い手確保、鳥獣被害等）

生活環境の維持に関するご意見（空き家、草刈、市道管理、河川の土砂撤去等）

デジタル化や公共施設適正化など行政改革に関するご意見

独居高齢者や障がい者への生活支援に関するご意見

子育て環境の充実に関するご意見（子育て支援Cの充実、遊具の改善等）

【主なご意見】



６．策定にあたっての基本的な考え方

① 行政の計画から “市民の計画” へ
市民が自分ごととして雲南市の将来像を考えたり、行動するきっかけ

となる総合計画をめざす。

② 市民目線で変えていく
社会情勢や環境の変化に柔軟に適応していくことが大切であり、

これまでの進め方に拘らずに必要な見直しを行っていく。

➂ みんなでつくる
引き続き「市民との協働」を基本に、多様な皆さんと一緒につくり上げる

プロセスを重視し、計画の実効性を高めていく。
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７．総合計画のイメージ
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将来像
10年後のめざす姿、
つくりたいまちの姿

施 策

将来像を実現する
ための取り組み

行政、市民、地域、NPO、事業者 等

基本理念

将来像の実現に向けた
基本的な考え方、心構え

ゴール（将来像）を明確にし、そこに向かう心構え（基本理念）と、そこに

たどり着くための道筋（施策）をわかりやすく示します。
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【基本理念】（将来像の実現に向けた心構え）

つながり／チャレンジ

【将来像】（10年後のめざす姿）

えすこに／豊かさ／地域（自治）

【解説】

人と人とのつながり、人と自然とのつながり（食、エネルギー）、過去から現在へのつながり
（神話、たたら文化）、現在から次の世代へのつながり（教育、サステナビリティ）、外とのつ
ながり（人材還流）、つながっている安心感・・などを大切にすると同時に、変えるべきものを
勇気をもって変える挑戦（チャレンジ）を大切にする。

【解説】

えすこに：多様性を尊重し、自然や次の世代にとっても良い状態。

豊かさ：先人から引き継いだ多くの恵みとともに、物心ともに満たされている暮らしがある状態。

地域（自治）：暮らしの舞台である地域やコミュニティが元気な状態。

８．導き出されたキーワード
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将来像（案）

雲南市

「えすこ」は、雲南市の方言で「ちょうどよい状態」のこと。

核家族化、少子化、都市化の進展などにより、社会の孤立化・分断化が進む中、

雲南市には人と人、人と自然、世代と世代がえすこにつながる豊かさがあります。

今だけ、自分だけ、人間だけではなく、みんなにとっての「えすこ」な状態が

あふれるまちの実現を目指し、「えすこな雲南市」を目指す将来像に掲げます。

えすこな

１０年後のめざす姿、つくりたいまちの姿

９．基本構想の素案
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将来像 ＜次の１０年で実現したいまちの“シーン”＞
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変わらず、変える

人と人がつながるあたたかなコミュニティ、人と自然が調和した里山の暮らし、神話

の時代から連綿と続く豊かな歴史など。私たちが先人から引き継いだ雲南市の恵みを、

今後も変えることなく、未来へつないでいくことが今を生きる私たちの責務です。

雲南市を取巻く社会の姿が大きく、早く変化する中、私たちが雲南市の恵みを守るた

めには、前例にとらわれない新しい発想で、変えるべきものを変えていくことが求め

られます。

変わらず、守ること。そのために勇気をもって自らを変えること。

この二つを今後のまちづくりにおける基本となる考え方、大切にする姿勢に定めます。

基本理念（案）
まちづくりの基本的な考え方・心構え



みんなが主役の自治のまち
#協働・自治・コミュニティ

生涯現役・いつまでも輝けるまち
#高齢者福祉・障がい者福祉・健康づくり

子どもの可能性が解き放たれるまち
#教育・子育ち

家族のあたたかさを育むまち
#結婚・出産・子育て・家族

多様性を認め合うまち
#人権・男女共同参画・多文化共生

稼ぐ力を高めるまち
#産業・経済・観光・ブランディング、

起業・新産業

里山の恵みがめぐるまち
#自然環境・エネルギー・食

どこに住んでも暮らしやすいまち
#交通・インフラ・土地利用・DX

誰もが安全・安心に暮らせるまち
#防災・交通安全・医療・福祉

スポーツや文化を楽しむまち
#生きがい・生涯スポーツ・歴史文化

みんなのふるさと
#移住定住・人材還流・関係人口

えすこに暮らす

（暮らし）

えすこに創る

（資源循環）

えすこに育む

（人づくり）
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【横断プロジェクト】
チャレンジにやさしいまち

#人材の育成・確保、新しいお金の流れ

将来像を実現するための３つの柱と１２の施策（案）
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えすこに

目指すまちの姿

●住民が自分ごととして地域づくりに取り組み、関係団体やＮＰＯ等
との連携や関係人口を巻き込んだ活動が展開されている。

●多様性を尊重し、ゆるやかなつながりを大切にしながら、地域での
支え合いや助け合いがおきている。

●どの地域でもその土地らしく、心身ともに健康で、安心して、
生き生きと自分らしく暮らしている。

暮らす
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えすこに

目指すまちの姿

●食やエネルギーの地産地消が進み、暮らしや経済活動の中で地域
の資源が生かされはじめている。

●里山の魅力や価値を見いだす人たちがつながり、多様で付加価値
の高い事業やサービスを生み出している。

●兼業副業などの人材シェアリングやＤＸ化の進展により、市内
事業者の生産性向上や新事業の創出が図られている。

創 る
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えすこに

目指すまちの姿

●子どもたちがワクワクする学びを自ら発見できるとともに、地域のつながり
の中で挑戦を繰り返し、社会を生き抜く力や地域への愛着を深めている。

●市外の雲南出身者や関係者とのつながりが広がり、多様な人材が学びや
自己実現を通じて、雲南市のまちづくりへの関わりを深めている。

●一人ひとりの家族の多様性についての理解のもと、家庭環境によらず子ども
と家族が応援され、安心して子どもを産み育てられる環境が整っている。

●スポーツや伝統・文化、豊かな自然を楽しむ活動など多様なライフスタイル
の実現を通じて暮らしを楽しみ、これを通じて新たなつながりを生んでいる。

育 む



2035年推計人口：

上位推計値： 29,165人

中位推計値： 28,954人
（※ 現状のまま推移すると 24,781人）

【達成条件】
① 20～39歳の男女転入を1.2倍増
② 女性県外転出・男女県内転出を1/3抑制
③ 合計特殊出生率の段階的な引き上げ

上位推計：10年後に出生率2.07を達成
中位推計：10年後に出生率1.80を達成

上位推計

中位推計
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社人研推計（R５）準拠

2016年～2022年の傾向が
そのまま推移した場合

１０．人口ビジョンの素案

人口減少をゆるやかにし、将来にわたって安定した市民生活を維持するため、若い世代の人口増
と出生数の回復を図り、バランスのとれた人口構造をめざします。



2016年～2022年の傾向がそのまま推移した場合

2022年 総人口： 34,646 男性： 16,671 女性： 17,975 2042年 総人口： 21,425 男性： 10,297 女性： 11,128 2062年 総人口： 13,636 男性： 6,527 女性： 7,110 2082年 総人口： 8,583 男性： 4,123 女性： 4,460 2132年 総人口： 3,229 男性： 1,548 女性： 1,681

①シミュレーション（１）

2022年 総人口： 34,646 男性： 16,671 女性： 17,975 2042年 総人口： 27,941 男性： 12,881 女性： 15,060 2062年 総人口： 26,664 男性： 11,803 女性： 14,862 2082年 総人口： 26,808 男性： 11,514 女性： 15,295 2132年 総人口： 26,953 男性： 11,663 女性： 15,291

②シミュレーション（２）

2022年 総人口： 34,646 男性： 16,671 女性： 17,975 2042年 総人口： 27,490 男性： 12,652 女性： 14,837 2062年 総人口： 25,653 男性： 11,290 女性： 14,363 2082年 総人口： 25,148 男性： 10,675 女性： 14,473 2132年 総人口： 23,775 男性： 10,086 女性： 13,689
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男 女
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男 女
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男 女
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男 女
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男 女
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男 女
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男 女
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男 女
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男 女
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男 女
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男 女
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男 女
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男 女

①
上位
推計

現状
推移

現在 20年後 40年後 60年後 100年後

生産年齢人口の減少を緩和し、安定した人口構造とする。

②
中位
推計
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人口ピラミッドの推移


